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研究成果の概要 

本研究ではヘテロジスルフィド還元酵素(Hdr)の多様性と機能をリンクするデータベースを構築し、こ

れを微生物の生理生態および進化の研究に応用することを目的とする。Hdrはフラビンを使った電子分

岐反応によって電子を活性化する。この反応は、様々な微生物エネルギー代謝を駆動するミッシングリ

ンクだと考えられる。これまでに、機能未知の Hdrを暫定的に５グループに大別し、そのうち１グルー

プを代表する硫黄酸化に関与する Hdr 複合体を世界ではじめて精製することに成功し、その立体構造

をクライオ電子顕微鏡法で解明した。今年度は、その活性部位から見出した新しい鉄硫黄クラスターの

立体配位構造に着目して、その進化の過程を立体構造に基づく系統樹解析と祖先型アミノ酸配列の復

元によって研究した。この結果、多様な Hdr 活性部位の進化の過程を推定することに成功し、硫黄酸

化、硫酸還元、メタン生成などの代謝の進化に関する新たな知見が得られた。これは、Hdrの進化と機

能の多様化を体系的に理解するための基盤として重要な知見であると考えられる。その他、未知の機構

で CO2固定反応と電子分岐反応を共役すると考えられる Hdr複合体をネイティブゲル電気泳動実験と酵

素活性染色実験によって発見した。そして、この Hdr複合体を合成する微生物の大量培養方法を新たに

開発することに成功したことで、実験科学を展開する準備を整えることができた。 
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